
平成２４年度 
岡山県学力・学習状況調査 

 
調査問題を活用した授業改善のポイント 

岡山県教育庁指導課 



理  科  



授業改善のポイント 

①観察・実験の結果を考察する場面を大切にした授業 

②実生活における事象との関連を図った授業 

科学的な思考力・表現力が育つ学習になります！ 

理科を学ぶ楽しさや有用性を実感できる学習になります！ 

  ⅰ）事象との出会い  →ⅱ）問題設定        →ⅲ）予想・仮説 

   ⅳ）観察・実験  →ⅴ）結果の分析・考察 →ⅵ）結論の導出 
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理科の問題 ６ 

◆問題の概要 

「物のあたたまり方」について、実験の結果を自 

分の言葉でノートにまとめ、学習したことを活用 

して、部屋を効率的に冷やすための方法を説明 

する問題。 

２ 



◆正答例 

あたためられた部分が上に動き、温度の低い部分が下   

に動き（、やがて全体があたたまる。） 
 

上向き 

（理由） 
部屋の上の方を冷やすと、冷やされた空気は下に動き、 

温度の高い空気は上に動き、部屋全体が冷やされるから。 

 ６ （２） 

 ６ （１） 

 ６ （３） 
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①観察・実験の結果を考察する場面を大切にした授業 

問題設定のときに 

「なぜ？」を意識させる。 

 既習事項やこれまでの体験では、説明しきれない 

 事象との出会い 

重い物を楽に 
持ち上げるには 
どうしたらいいのかな。 

かげは、どんな
ときにできるの
かな。 

水に浮かぶ物と沈む物が 
あるのは、なぜかな。 
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①観察・実験の結果を考察する場面を大切にした授業 

予想や仮説を立てるときに 

板書に、きちんと位置付ける。 

自分の言葉でノートに 

記述する。 

言葉だけでなく、図
や絵などを用いて
表現する。 

互いに仮説を比較することで、 
観察・実験結果への興味・関
心が高まる！ 

目的意識がもてる！ 
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①観察・実験の結果を考察する場面を大切にした授業 

観察・実験の結果をノートに整理するときに 

言葉だけでなく、図・グラフ・表などを用いて 

まとめる。 

ノートのまとめ方についての
指導 
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①観察・実験の結果を考察する場面を大切にした授業 

整理した観察・実験の結果を考察するときに 

 
 
 

結果をまとめた図・表やグラフ
を根拠に考察する。 

予想や仮説に照らして、結果を考察する。 

「結果」と「考察」を区別して 

書けているかを評価する。 
〈ノート指導の中で〉 
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①観察・実験の結果を考察する場面を大切にした授業 

整理した観察・実験の結果を考察するときに 

各学年で育成する問題解決能力を系統的に
指導する。 

◆小学校３年生       

 

◆小学校４年生       

 

◆小学校５年生       

 

◆小学校６年生   

   

◆中学校 

比較 

関係づけ 要因抽出 

条件制御 

推論 分析・解釈 
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①観察・実験の結果を考察する場面を大切にした授業 

整理した観察・実験の結果を考察するときに 

意見交流の場の設定 

友達の考えと比べる中で、自分の考え
の見直しを図ることができる！ 

ペアで 

グループで 

考察したことを説明する
場の設定 

まず「結論」を述べて、次に「根拠」
を述べる。 
根拠になるイメージ図やモデル図、表、
グラフ等と関連づけて発表する。 

発表の仕方の指導 
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①観察・実験の結果を考察する場面を大切にした授業 

科学的思考力が育つ考察となるために 

「予想」と「結果」が一致しない場合、何が原因か 

 考察する場をもつ。 

Ｈ２４全国学力調査（小学校）にも、このような設定が・・・。 
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①観察・実験の結果を考察する場面を大切にした授業 

科学的思考力が育つ考察となるために 

習得した知識に基づいて、別の事象を説明する活動 

例えば・・・ 

「金属のあたたまり方」の学習後に、 

「金属の冷め方」についての示範実験 

学習した「あたたまり方」のきまりを基に、 
「冷め方」について考察する。 

冷やしている中央部分から、 
色が変わっているね！ 
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②実生活における事象との関連を図った授業 

日常の体験や生活事象から疑問をもたせる。 

単元の導入で 

Ｈ２４年度の全国学力調査 
（中学校問題）では、 
新聞記事が題材に！ 
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②実生活における事象との関連を図った授業 

単元の中で ◆学習したことと関連付けて身近な事物・   
  現象を説明する活動  
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カーリングで、選手が 

ストーンの前をブラシでは
く理由を、摩擦力と関連
付けて説明してみよう。 

②実生活における事象との関連を図った授業 

◆学習したことと関連付けて身近な事物・   
  現象を説明する活動  
   

14 

単元の中で 


